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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　コンピュータに、
　部品プログラムによって表示される１または複数のフォームが配設された第１画面を複
数取り込んだ第２画面を表示するソフトウェアを実行し、各第１画面について、前記１ま
たは複数のフォームぞれぞれの表示可能性および表示有無を利用者権限毎に指定したコー
ド内容を基にして、前記フォームの表示可能性および表示有無を制御し、
　前記コード内容を基にして、前記フォームに入力される入力内容のチェック対象を規定
する
　処理を実行させることを特徴とする設計支援プログラム。
【請求項２】
　前記１または複数のフォーム毎にチェック内容を定義した定義情報を基にして、前記規
定する処理によって規定されたチェック対象をチェックする処理を更にコンピュータに実
行させることを特徴とする請求項１に記載の設計支援プログラム。
【請求項３】
　コンピュータが実行する設計支援方法であって、
　部品プログラムによって表示される１または複数のフォームが配設された第１画面を複
数取り込んだ第２画面を表示するソフトウェアを実行し、各第１画面について、前記１ま
たは複数のフォームぞれぞれの表示可能性および表示有無を利用者権限毎に指定したコー
ド内容を基にして、前記フォームの表示可能性および表示有無を制御し、
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　前記コード内容を基にして、前記フォームに入力される入力内容のチェック対象を規定
する
　処理を実行することを特徴とする設計支援方法。
【請求項４】
　部品プログラムによって表示される１または複数のフォームが配設された第１画面を複
数取り込んだ第２画面を表示するソフトウェアを実行し、各第１画面について、前記１ま
たは複数のフォームぞれぞれの表示可能性および表示有無を利用者権限毎に指定したコー
ド内容を基にして、前記フォームの表示可能性および表示有無を制御する実行部と、
　前記コード内容を基にして、前記フォームに入力される入力内容のチェック対象を規定
する規定部と、
　を有することを特徴とする設計支援装置。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、設計支援プログラム等に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ユーザの入力に応じ情報の処理や表示を行うシステムにおいては、処理の内容に応じ、
ユーザの入力を受け付け、処理結果を表示する画面を複数設計する。
【０００３】
　画面設計において、処理内容に応じて画面の種類が異なる場合でも、名前や住所の入力
等、共通で利用できる部分も存在する。このため、プログラム・コードと同様に、入力・
表示画面を部品プログラムとして組み合わせた設計が行われる。
【０００４】
　部品プログラムとして利用可能な入力・表示画面は、入力フォームに入力された入力値
を受け付けるだけでなく、入力フォームに入力された文字列やデータ等の入力値について
チェックを行うチェック処理を備えている。以下の説明では、入力・表示画面を、サブ画
面と適宜表記する。
【０００５】
　サブ画面は、ユーザに応じて表示項目や入力可能項目を切り替えることが行われており
、システムを使用中のユーザ権限を予め定義することにより、表示項目や入力可能項目の
制御を行うことができる。例えば、ユーザ権限に関する情報を、サブ画面のチェックプロ
グラムごとに設け、ユーザ権限に対応したチェックを実行する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２０１２－０３６６３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかしながら、上述した従来技術では、ユーザ権限に関する情報をサブ画面のチェック
プログラムごとに設けると制御が煩雑になるという問題がある。
【０００８】
　１つの側面では、ユーザ権限毎のサブ画面のチェックを容易に実行できる設計支援プロ
グラム、設計支援方法および設計支援装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　第１の案では、コンピュータに下記の処理を実行させる。コンピュータは、部品プログ
ラムによって表示されるフォームが配設された第１画面を複数取り込んだ第２画面を表示
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するソフトウェアを実行する。コンピュータは、フォームの表示可能性および表示有無を
利用者権限毎に指定したコード内容を基にして、フォームの表示可能性および表示有無を
制御する。コンピュータは、コード内容を基にして、前記フォームに入力される入力内容
のチェック対象を規定する。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明の１実施態様によれば、ユーザ権限毎のサブ画面のチェックを容易に実行できる
という効果を奏する。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】図１は、本実施例に係る設計支援装置の構成を示す機能ブロック図である。
【図２】図２は、画面情報のデータ構造の一例を示す図である。
【図３】図３は、規定情報のデータ構造の一例を示す図である。
【図４】図４は、画面情報をＨＴＭＬで示した場合の一例を示す図（１）である。
【図５】図５は、画面情報をＨＴＭＬで示した場合の一例を示す図（２）である。
【図６】図６は、チェック情報のデータ構造の一例を示す図である。
【図７】図７は、実行部が制御した結果表示されるサブ画面の一例を示す図である。
【図８】図８は、本実施例に係る設計支援装置の処理手順を示すフローチャートである。
【図９】図９は、設計支援プログラムを実行するコンピュータの一例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　以下に、本願の開示する設計支援プログラム、設計支援方法および設計支援装置の実施
例を図面に基づいて詳細に説明する。なお、この実施例によりこの発明が限定されるもの
ではない。
【実施例】
【００１３】
　本実施例に係る設計支援装置の構成の一例について説明する。図１は、本実施例に係る
設計支援装置の構成を示す機能ブロック図である。図１に示すように、この設計支援装置
１００は、通信部１１０と、入力部１２０と、表示部１３０と、記憶部１４０と、制御部
１５０とを有する。
【００１４】
　通信部１１０は、ネットワークを介して他の外部装置とデータ通信を行う処理部である
。通信部１１０は、通信装置に対応する。
【００１５】
　入力部１２０は、各種の情報を入力する入力装置である。入力部１２０は、例えば、キ
ーボードやマウス、タッチパネル等に対応する。表示部１３０は、制御部１５０から出力
される情報を表示する表示装置である。例えば、表示部１３０は、モニタや液晶ディスプ
レイ等に対応する。
【００１６】
　記憶部１４０は、画像情報１４１と、定義情報１４２とを有する。記憶部１４０は、例
えば、ＲＡＭ（Random　Access　Memory）、ＲＯＭ（Read　Only　Memory）、フラッシュ
メモリ（Flash　Memory）などの半導体メモリ素子や、ＨＤＤ（Hard　Disk　Drive）など
の記憶装置に対応する。
【００１７】
　画像情報１４１は、部品プログラムによって表示される入力フォームが配設されたサブ
画面を複数取り込んだ表示画面の情報である。図２は、画像情報のデータ構造の一例を示
す図である。図２に示すように、この画像情報１４１は、サブ画面識別情報と、サブ画面
プログラムと、規定情報とを対応付けて保持する。
【００１８】
　図２において、サブ画面識別情報は、サブ画面を一意に識別する情報である。サブ画面
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は、例えば、入力フォームを持つ表示画面である。例えば、制御部１５０が、画像情報１
４１を読み込んで実行することで、複数のサブ画面を有する表示画面が、表示部１３０に
表示される。サブ画面プログラムは、サブ画面を表示するためのプログラムである。
【００１９】
　図２において、規定情報は、サブプログラムの入力フォーム毎に、該当する入力フォー
ムを表示するか否かをユーザ権限に応じて規定した情報である。図３は、規定情報のデー
タ構造の一例を示す図である。図３に示すように、規定情報は、ユーザ権限情報と、表示
対象フォームと、非表示対象フォームとを対応付けて保持する。
【００２０】
　図３において、ユーザ権限情報は、ユーザ権限を一意に識別する情報である。表示対象
フォームは、サブ画面の入力フォームのうち、表示対象となる入力フォームを示す情報で
ある。非表示対象フォームは、サブ画面の入力フォームのうち、表示対象とならない入力
フォームを示す情報である。例えば、図３に示す例では、ユーザ権限情報が「ユーザ権限
Ａ」の場合には、入力フォーム１０ａ，１０ｂ，１０ｃを表示する旨が示される。ユーザ
権限情報が「ユーザ権限Ｂ」の場合には、入力フォーム１０ａ，１０ｂを表示し、入力フ
ォーム１０ｃを表示しない旨が示される。ユーザ権限情報が「ユーザ権限Ｃ」の場合には
、入力フォーム１０ａを表示し、入力フォーム１０ｂ，１０ｃを表示しない。
【００２１】
　すなわち、同一のサブ画面の部品プログラムを実行する場合でも、表示される入力フォ
ームがユーザ権限情報に応じて異なる。なお、図３に示す例では、ユーザ権限情報に応じ
て、入力フォームを表示するか否かについて定義したがこれに限定されない。例えば、ユ
ーザ権限情報に応じて、表示項目を表示するか否かを定義しても良い。
【００２２】
　上述した図２は、画面情報１４４の概念的なデータ構造である。ここで、画面情報１４
１をＨＴＭＬ（Hyper　Text　Markup　Language）で表した場合の一例について説明する
。図４，５は、画面情報をＨＴＭＬで示した場合の一例を示す図である。図４に示すＨＴ
ＭＬ５０の例は、各入力フォームが表示されるＨＴＭＬである。図５に示すＨＴＭＬ５１
の例は、一部の入力フォームが表示されないＨＴＭＬである。一部の入力フォームを表示
しない場合には、領域５１ａに示すように、「hidden」指定がある。
【００２３】
　図１の説明に戻る。定義情報１４２は、入力フォームに入力された入力値が適切か否か
を判定する場合の基準に関する情報を保持する。図６は、チェック情報のデータ構造の一
例を示す図である。図６に示すように、この定義情報１４２は、フォーム識別情報と、属
性と、数とを対応付ける。フォーム識別情報は、サブ画面の入力フォームを一意に識別す
る情報である。属性は、入力フォームに入力される入力値の属性を示すものである。例え
ば、属性は、半角数字、全角数字、半角文字、全角文字等が含まれる。数は、入力フォー
ムに入力される文字の文字数または数字の桁数を示す。
【００２４】
　例えば、図６において、入力フォーム１０ａに入力された入力値が、５桁の半角数字の
場合に、入力値は適切であることを示す。入力フォーム１０ｂに入力された入力値が、２
０文字の半角文字の場合に、入力値が適切であることを示す。入力フォーム１０ｃに入力
された入力値が、１０文字の全角文字の場合に、入力値が適切であることを示す。
【００２５】
　制御部１５０は、実行部１５１と、規定部１５２と、チェック部１５３とを有する。制
御部１５０は、例えば、ＡＳＩＣ（Application　Specific　Integrated　Circuit）や、
ＦＰＧＡ（Field　Programmable　Gate　Array）などの集積装置に対応する。また、制御
部１５０は、例えば、ＣＰＵ（Central　Processing　Unit）やＭＰＵ（Micro　Processi
ng　Unit）等の電子回路に対応する。
【００２６】
　実行部１５１は、画面情報１４１を読み出して実行することで、複数のサブ画面を有す
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る表示画面を、表示部１３０に出力する処理部である。実行部１５１は、各サブ画面に対
応する規定情報を基にして、入力フォームや表示項目の表示有無を制御する。実行部１５
１は、入力部１２０から、ユーザ権限の指定を受け付けるものとする。
【００２７】
　実行部１５１の処理について具体的に説明する。実行部１５１は、指定されたユーザ権
限と、サブ画面に対応する規定情報とを比較して、表示対象となる入力フォームと、表示
対象とならない入力フォームとを特定する。実行部１５１は、表示対象となる入力フォー
ムがサブ画面上に表示させるように制御し、表示対象とならない入力フォームがサブ画面
上に表示されないように制御して、サブ画面を表示部１３０に表示させる。
【００２８】
　また、実行部１５１は、指定されたユーザ権限と、サブ画面に対応する規定情報とを比
較して、表示対象となる表示項目と、表示対象とならない表示項目とを特定する。実行部
１５１は、表示対象となる表示項目がサブ画面上に表示されるように制御し、表示対象と
ならない表示項目がサブ画面上に表示されないように制御して、サブ画面を表示部１３０
に表示させる。
【００２９】
　図７は、実行部が制御した結果表示されるサブ画面の一例を示す図である。図７に示す
サブ画面６０ａおよびサブ画面６０ｂは、同一の部品プログラムを実行することで、生成
されるサブ画面である。サブ画面６０ａは、例えば、ユーザ権限「ユーザ権限Ａ」が指定
された場合に生成されるサブ画面である。サブ画面６０ｂは、例えば、ユーザ権限「ユー
ザ権限Ｂ」が指定された場合に生成されるサブ画面である。図７に示すように、サブ画面
６０ａでは、入力フォーム６１、表示項目６２，６３が含まれる。これに対して、サブ画
面６０ｂでは、入力フォーム６１、表示項目６２，６３が含まれない。
【００３０】
　図１の説明に戻る。規定部１５２は、サブ画面の入力フォームに入力される入力内容の
チェック対象を規定する処理部である。規定部１５２は、入力部１２０から、ユーザ権限
の指定を受け付けるものとする。
【００３１】
　規定部１５２の処理について具体的に説明する。規定部１５２は、指定されたユーザ権
限と、サブ画面に対応する規定情報とを比較して、表示対象となる入力フォームと、表示
対象とならない入力フォームとを特定する。規定部１５２は、表示対象となる入力フォー
ムのフォーム識別情報と、チェック情報とを比較して、入力フォームに入力される入力値
の属性と数とを特定する。規定部１５２は、特定した入力フォームのフォーム識別情報と
、属性と、数とを組み合わせた情報を、チェック部１５３に出力する。
【００３２】
　チェック部１５３は、サブ画面の入力フォームに入力された入力値が適切な入力値であ
るか否かを判定する処理部である。チェック部１５３は、入力フォームに入力された入力
値の属性および数と、規定部１５２から取得した属性および数とが一致するか否かを判定
し、判定結果を表示部１３０に出力する。
【００３３】
　例えば、チェック部１５３は、フォーム識別情報「入力フォーム１０ａ」と、属性「半
角数字」と、数「５」とを組み合わせた情報を、規定部１５２から取得したとする。そし
て、ユーザが、入力部１２０を操作して、入力フォーム１０ａに、属性「半角数字」、数
「５」の入力値、例えば「01234」を入力したとする。この場合には、チェック部１５３
は、入力フォームに入力された入力値の属性および数と、規定部１５２から取得した属性
および数とが一致すると判定する。
【００３４】
　次に、本実施例に係る設計支援装置１００の処理手順の一例について説明する。図８は
、本実施例に係る設計支援装置の処理手順を示すフローチャートである。例えば、図８に
示す処理は、入力部１２０から画面情報１４１の実行命令を受け付けたことを契機にして
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実行される。
【００３５】
　図８に示すように、設計支援装置１００は、画面情報１４１を読み込み実行する（ステ
ップＳ１０１）。設計支援装置１００は、規定情報を基にして、ユーザ権限に対応する表
示対象の入力フォームと、非表示対象の入力フォームとを特定する（ステップＳ１０２）
。
【００３６】
　設計支援装置１００は、入力内容のチェック対象を規定する（ステップＳ１０３）。設
計支援装置１００は、入力フォームに入力された入力値に対してチェックを実行し（ステ
ップＳ１０４）、チェック結果を出力する（ステップＳ１０５）。
【００３７】
　次に、本実施例に係る設計支援装置１００の効果について説明する。設計支援装置１０
０は、部品プログラムによって表示される入力フォームが配設されたサブ画面を複数取り
込んだ画面を表示する画面情報１４１を実行する。そして、設計支援装置１００は、規定
情報を基にして、入力フォームの表示可能性および表示有無を制御し、規定情報を基にし
て、入力フォームに入力される入力内容のチェック対象を規定する。このため、設計支援
装置１００によれば、全体画面や個別のサブ画面において、ユーザ権限のコードを追加す
ることなく、エラーチェックを実行することができる。
【００３８】
　設計支援装置１００は、定義情報１４２を基にして、チェック対象となる入力フォーム
の入力値をチェックするため、入力値が適切であるか否かを判定することができる。
【００３９】
　次に、上記実施例に示した設計支援装置１００と同様の機能を実現する設計支援プログ
ラムを実行するコンピュータの一例について説明する。図９は、設計支援プログラムを実
行するコンピュータの一例を示す図である。
【００４０】
　図９に示すように、コンピュータ２００は、各種演算処理を実行するＣＰＵ２０１と、
ユーザからのデータの入力を受け付ける入力装置２０２と、ディスプレイ２０３を有する
。また、コンピュータ２００は、記憶媒体からプログラム等を読取る読み取り装置２０４
と、ネットワークを介して他のコンピュータとの間でデータの授受を行うインターフェー
ス装置２０５とを有する。また、コンピュータ２００は、各種情報を一時記憶するＲＡＭ
２０６と、ハードディスク装置２０７を有する。そして、各装置２０１～２０７は、バス
２０８に接続される。
【００４１】
　ハードディスク装置２０７は、実行プログラム２０７ａ、規定プログラム２０７ｂ、チ
ェックプログラム２０７ｃを有する。ＣＰＵ２０１は、各プログラム２０７ａ～２０７ｃ
を読み出してＲＡＭ２０６に展開する。
【００４２】
　実行プログラム２０７ａは、実行プロセス２０６ａとして機能する。規定プログラム２
０７ｂは、規定プロセス２０６ｂとして機能する。チェックプログラム２０７ｃは、チェ
ックプロセス２０６ｂとして機能する。
【００４３】
　例えば、実行プロセス２０６ａは、実行部１５１に対応する。規定プロセス２０６ｂは
、規定部１５２に対応する。チェックプロセス２０６ｃは、チェック部１５３に対応する
。
【００４４】
　なお、各プログラム２０７ａ～２０７ｃについては、必ずしも最初からハードディスク
装置２０７に記憶させておかなくても良い。例えば、コンピュータ２００に挿入されるフ
レキシブルディスク（ＦＤ）、ＣＤ－ＲＯＭ、ＤＶＤディスク、光磁気ディスク、ＩＣカ
ードなどの「可搬用の物理媒体」に各プログラムを記憶させておく。そして、コンピュー
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タ２００がこれらから各プログラム２０７ａ～２０７ｃを読み出して実行するようにして
もよい。
【００４５】
　以上の各実施例を含む実施形態に関し、さらに以下の付記を開示する。
【００４６】
（付記１）コンピュータに、
　部品プログラムによって表示されるフォームが配設された第１画面を複数取り込んだ第
２画面を表示するソフトウェアを実行し、前記フォームの表示可能性および表示有無を利
用者権限毎に指定したコード内容を基にして、前記フォームの表示可能性および表示有無
を制御し、
　前記コード内容を基にして、前記フォームに入力される入力内容のチェック対象を規定
する
　処理を実行させることを特徴とする設計支援プログラム。
【００４７】
（付記２）前記フォーム毎にチェック内容を定義した定義情報を基にして、前記規定する
処理によって規定されたチェック対象をチェックする処理を更にコンピュータに実行させ
ることを特徴とする付記１に記載の設計支援プログラム。
【００４８】
（付記３）コンピュータが実行する設計支援方法であって、
　部品プログラムによって表示されるフォームが配設された第１画面を複数取り込んだ第
２画面を表示するソフトウェアを実行し、前記フォームの表示可能性および表示有無を利
用者権限毎に指定したコード内容を基にして、前記フォームの表示可能性および表示有無
を制御し、
　前記コード内容を基にして、前記フォームに入力される入力内容のチェック対象を規定
する
　処理を実行することを特徴とする設計支援方法。
【００４９】
（付記４）前記フォーム毎にチェック内容を定義した定義情報を基にして、前記規定する
処理によって規定されたチェック対象をチェックする処理を更に実行することを特徴とす
る付記３に記載の設計支援方法。
【００５０】
（付記５）部品プログラムによって表示されるフォームが配設された第１画面を複数取り
込んだ第２画面を表示するソフトウェアを実行し、前記フォームの表示可能性および表示
有無を利用者権限毎に指定したコード内容を基にして、前記フォームの表示可能性および
表示有無を制御する実行部と、
　前記コード内容を基にして、前記フォームに入力される入力内容のチェック対象を規定
する規定部と、
　を有することを特徴とする設計支援装置。
【００５１】
（付記６）前記フォーム毎にチェック内容を定義した定義情報を基にして、前記規定する
処理によって規定されたチェック対象をチェックするチェック部を更に有することを特徴
とする付記５に記載の設計支援装置。
【符号の説明】
【００５２】
　１００　設計支援装置
　１５１　実行部
　１５２　規定部
　１５３　チェック部
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